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＜タイトル＞

コメ粒を巨大化させる遺伝子を発見

－超多収イネ品種の育成期待－

＜当該研究成果のポイント＞

今回発見された遺伝子GW6aは、コメ粒の大きさを決める遺伝子であり、そ

の働きが強まるとコメ粒が大きくなり、弱まると逆に小さくなる。

インディカイネ品種「カサラス」に含まれるGW6aの領域を、ジャポニカイ

ネ「日本晴」に導入したところ、コメ粒が大きくなり、１株の収量が増加す

ると供に、バイオマスも増加した。

本研究は農林水産省の農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業「バイ

オマスの増大に向けたイネ次世代育種法の開発と利用」で実施され、本成果

は米国アカデミー紀要（2015年1月6日）に掲載された。

＜期待される効果・今後の展開など＞

今回の発見者等が引き続き研究を行い、これまでに発見されている籾の数

を増加させる等の多収に寄与する遺伝子と今回発見された遺伝子GW6aを組み

合わせて活用することにより、超多収イネ品種の育成に貢献することが期待

される。また、イネと同じイネ科作物のトウモロコシ、コムギ、オオムギ等

において、GW6aと類似の遺伝子配列が存在するかどうか調べられることとな

っている。
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コメのサイズを巨大化させる遺伝子を発見
ー超多収イネ品種の育成に期待ー

インディカイネ品種「カサラス」の第6染色体に含まれる遺伝子
GW6aの領域をジャポニカ品種「日本晴」に導入すると ・・・

1株当たりの収量が増加 1株当たりのバイオマスが増加

コメのサイズが巨大化する

「日本晴」
形が丸い

「カサラス」
形が細長い

他の多収遺伝子との組み合わせで超多収イネ品種育成の可能性

日本晴にカサラスの
GW6aを導入した系統

日本晴 日本晴にカサラスの
GW6aを導入した系統

日本晴


